



















ほか、2004; 苅部・須田、 2004; 髙橋ほか、 2014）。固有昆虫の保護など在来生態系の保全の
ため、現在グリーンアノールが確認されている父島、兄島、母島では主に粘着トラップを
















































高さと隣枝までの距離は金属製のメジャーを用いて 5 cm 刻みで、止まり木の直径はノ
ギスを用いて 0.5 mm 刻みでそれぞれ測定した。これらの項目は、先行研究において種間
差や集団間差がみられ、樹上性のトカゲにおける重要な要素と考えられるものである（例








父島では雄 122 個体、雌 49 個体、母島では雄 86 個体、雌 31 個体について微小環境の情
報を記録した（表 1）。


















オス メス オス メス
個体数 121 49 87 31
止まり木の高さ（cm） 77.98 ± 38.3 70.92 ± 43.5 80.98 ± 37.6 63.87 ± 41.4
止まり木の直径（mm） 83.67 ± 75.6 50.49 ± 59.3 66.54 ± 76.6 41.50 ± 28.3
最も近い止まり木までの距離（cm） 34.23 ± 31.1 13.43 ± 9.03 30.00 ± 24.8 14.87 ± 10.6
最も近い止まり木の直径（mm） 35.53 ± 27.8 26.94 ± 22.6 32.39 ± 22.0 27.31 ± 31.0
微小環境のタイプ
幹 75 13 37 4
根 16 16 19 14
枝 26 18 20 10
葉 2 1 9 3































や縄張りを巡って闘争を行い、雌に比べて行動範囲も広い（Stamps, 1977; Vanhooydonck 
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